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「一肌脱ぐ」＝本気になって他人のために力を貸すってことですが、みなさんは今まで生きて来た中で他人の為

に全力で何かをしたという経験がありますか？？ (￣∇￣*)> エヘッ！ちょっとだけ… 

私の力なんてたかが知れてるけど、自分の出来るギリギリ限界まで他人のために力を貸したってのは、この年ま

で何十？いや何百？あったことでしょう。ってことは一肌じゃなく？十肌？百肌も脱いだってことに…。(寒っ！) 

その分、他人に力を借りたことも数えられないくらいありました。（今現在も…） ( ^.^)( -.-)( _ _) ありがとう 

「一肌脱ぐ」ってことは、誰に対してでも出来るってもんじゃ～ありません。「この人の為なら…」と思える人でなくっ

ちゃ～ガンバれる訳がない。たまには例外もあって、「仕方ないか～？」って感じで一肌脱いじゃうこともありますが

…。(結構嫌いじゃないんだな、これが又っ！)  ε= ε= ε= (ノ^∇^)ノ キャッホ～♪ 

私がまだ十代の頃の話しですが、これも一肌脱いだってことになるのかな～？バイト先で一緒に働いていた先輩

が、同棲してる彼氏の暴力と借金取り(それも彼氏の借金)に苦しめられていました。先輩に相談され、その苦しみ

から解放される為にはどうしたらいいのかを、お店が終ってから二人で話し合いました。私が、「家を出たらいいんじ

ゃないの？」と言ったら、何度も逃げ出したけど、すぐに見つけ出されるってことでした。「じゃ～、見つからない所へ

行けばいいじゃん」と、単純な道子ちゃんの考えに「うん」ってことで、知り合いがいるという札幌に逃がす事に決定

致しました。テレビドラマの「夜逃げ屋本舗」みたいにカッコイイものではありませんが…。 ┐(´～｀;)┌ ヤレヤレ 

計画どおり次の日から、大きな紙袋を持って道子ちゃんが彼女の家に通い、チマチマ必要な物を運んでおりまし

た。時々、彼氏が家にいたけど外面が良いヤツなので、会う度「ニコニコ」。 (＿´Д｀) バ～カ 

チマチマ運んで来た荷物は、事情を話してある道子ちゃんの友達の所へ…。洋服とか身に付ける物が殆どなの

で、約一週間ほどでお引越し？準備完了！！ということで、次の日いよいよ第二の計画に進むことになりました。 

お店が終ってから道子ちゃんと一緒にいるとバレバレなので、「お先に～♪」と彼女が先に店を出ました。荷物を

預かってくれている友達に、彼女を車で迎えに来てくれるように頼んであったんで、彼女を乗せてそのまま友達の

家へ直行。私も時間をずらして友達の家に行き、第三の計画準備を…。(その光景が目に浮かぶでしょ？) 

家を出たと彼氏が気付きアチコチ探されると面倒なので、お引越しは「一刻も早くっ！」ってことで、夜中に友達

の車で他の友達んところ回り。「何故に？」って、そりゃ～カンパっちゅうか軍資金？集めに決まってるざんしょ。(友

達にお願いってゆ～か～、脅し？って感じ？) (▼▼メ)で、とりあえず2、3時間で何とか必要なお金を集めて友達

の家に戻り、朝方 5 時ころ彼女を乗せて友達は札幌に向かってくれました。(この友達も一肌脱いでくれた訳です) 

私が軍資金を集めてる間、彼女はお店の経営者とか友人に手紙を書いていて、私に渡してくれるように頼んで

車に乗り込みました。「後のことは任せてっ！」という道子ちゃんの言葉に、涙ぐんで「ありがとう」と…。(T_T)/~~~ 

今考えると、これって「一肌脱ぐ」ってよりも「ボランティア」かな～？な～んちゃって！！(≧∇≦) うふっ♪ 

次の日から、彼氏が私の部屋やお店に毎日のように現れ探しまくっていましたが、「どこ行っちゃったんだろう？

私も心当たり探してみるネ」と、心配そうに言ってた道子ちゃんの腹の中は、「クックックッ」とせせら笑っておりました。

(まるで、チビまるこちゃんの登場人物、野口さん風に…)  (￣ー+￣) クックックッ 

自分のことしか考えていない人が多い今の世の中ですが、利益や見返りを求めた付き合いだけではなく、心から 

「この人の力になりたい」と思える関係づくりをして行きたいものですネ。(嫌いな人やど～でもいい人が困ってたっ

て、そりゃ～ど～でもいい話しだけど…)  (*⌒ー⌒*) お互いさまだよ！ 

例え身内や友達の為でも、内容によっては面倒なことや大変なこともあると思います。まして大した親しくもない

他人の為に「何で一肌脱がなくちゃならないの！」てな風に思うでしょ？でも、人として嫌いな人じゃない限り、他人

でも何か困ってる時にはマジ
．．

な気持ちで力になってあげて欲しいと願う道子ちゃんです。(*^ｰ^)人(*^-^*)人(^ｰ^*) 

きっと…というより、必ず自分自身も他人の力を借りることになるし、現在も力になってもらってるだろうから。(しつ

こいようですが、決して見返りを求めてではないっすよ！) (￢ε￢;) 違うもん… 今月もこんなんで、すんませ～ん！ 

ボランティアの輪・あんだんて  島 道子 


